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植 精神的 肉体的け がれから 遠ざかる 方法 ウド ウーと 礼拝 


親愛なる ムス リムの 皆様。 ウド ウーと 礼拝 
は、 宗教 的 生活に おいて 切り離す 事ので きな 
い 要素です。 ウド ウーは 礼拝、 カーバに おけ 
る 周回の ような いくつかの 崇拝 行為を 行なう 
際に 必要な 前提条件です。 ク ルアー ン では、 
「•信仰す る 者よ、 あなたがたが 礼拝に 立つ 
時は、 顔と、 両手を 肘まで 洗い、 頭を 撫で、 
両足を 踝まで （洗え）。」 （食卓 章 第 6 節） と 
命じられ、 ウド ウーの 方法が 明らかにされて 
います。 ウド ウーは、 物質的な よごれから 清 
めら れる こと、 かつ 精神的な 意味で も 清浄の 
象徴で あり、 また これは 非常に 意味 深い 形式 
になって います。 預言 
者 ムハンマド （彼の 上 

に 平安 あれ） は、 「誰 
であれ、 正しく ウ ドウ 
一を 行なえば、 その 人 
の 罪は、 爪の 下に 至る 
まで、 体の あらゆる 部 
分から 取り除かれ 
る。」 とおっ し やられ、 

正しい 形で 行なわれた 
ウド ウーの 徳を 説かれ 
たのでした。 

親愛なる ムス リムの 皆様。 教えの 柱で ある 
礼拝 も、 罪 や 過ちに よってけ がされた 私たち 
の 心を 清める イ バー ダです。 礼拝に よって、 
私たちは 自らの 本質、 真の 姿に 戻ります。 礼 
拝に よって 生き方を 統制の とれた ものと し、 
私たちの 時間に 価値を 与えます。 疑い もな く、 
礼拝は、 願い や 救いを 求める 祈りが アツ ラー 
の 御前に おいて 承認され るた めの 最良の あり 
方です。 

親愛なる ムス リムの 皆様。 人は、 時として 
この 世界の 偽りの 快楽 や 忙し さの ため、 しも 
ベと いう 意識から 遠ざかる ことがあります。 
全てが アツ ラーに 問われる という こと、 死 や、 
天国、 地獄の 存在を 忘れる ことがあります。 
精神と 肉体の 全体でな される 日に 五 回の 礼拝 
は、 この 忘却を 防ぎ、 信者の 意識 や 意志を よ 
い 状態で 保ちます。 だから 礼拝は、 アッ ラー 
の 結びつきが 常に 保たれて いる 状態を 作り出 
すので す。 


親愛なる ムス リムの 皆様。 私たちの 人生で 
最も 尊い 時間は、 イ バー ダを して 過ごした 時 
間です。 だから 礼拝を さっさと 済ませて しま 
ったり せず、 キヤ ーム 、ルクー、 サ ジュダと 
いった それぞれの 段階を きちんと 行なう 必要 
があります。 預言者 ムハンマド （彼の 上に 平 
安 あれ） は、 教 友たち と 語らって おられた 時、 
最も 悪い 盗みとは、 礼拝を 盗む ことで あると 
おっしゃられました。 教 友の 一人が 「アツ ラ 
一の 使徒よ、 人は 礼拝を どうやって 盗む ので 
すか」 とたず ねる と、 「ルクー やサ ジュダを 
きちんと 行なわない ことによって」 と 応えら 

れ たのでした。 

親愛なる ムス リムの 
皆様。 条件を 守って な 
される 礼拝は、 崇高な 
る アツ ラーの お 言葉を 
お借りす ると、 悪事 や 
醜行に 対抗す る ものと 
なります。 五 回の 礼拝 
において、 全身全霊で 
' 一 に 向かい、 敬 
虔 さのうち に 行ない ま 
しょう。 礼拝に おける 
敬虔 さとは、 アツ ラーの 御前で、 その 偉大 さ 
を 心から 感じ、 敬意に 満たされ てこの イ バー 
ダを おこなう ことです。 だから 信者は、 この 
敬意を 妨げる あらゆる ものに 対して 注意して 
いなければ なりません。 忘れないで 下さい。 
礼拝を 敬虔 さのうち に 行なう 信者は、 安らぎ 
を 得る のです。 （信者たち 章 第 1 一 2 節） 誠実 
さや イフラー スに 欠けて いたり、 まして 見せ 
かけや 偽善と してな される イ バー ダは、 それ 
を 行なう 者に 何の 利益 も 与えない という こと 
を 忘れて はいけ ません。 

今日の フトバ を、 次の 章句で 締めく くり ま 
す。 「あなたに 啓示され た 啓 典を 読誦し、 礼 
拝の 務めを 守れ。 本当に 礼拝は、 （人を） 醜 
行と 悪事から 遠ざける。 なお 最も 大事な こと 
は、 アツ ラーを 唱念 〔ズ イク ル〕 する ことで 
ある。 アツ ラーは あなたがたの 行う ことを 知 
つて おられる。」 （蜘蛛 章 第 4 5 節） 
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